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戦
国
期
但
馬
の
守
護
と
領
主

（
日
本
史
学
研
究
室
）

川
岡

勉

は
じ
め
に

室
町
・
戦
国
期
の
但
馬
の
守
護
で
あ
っ
た
山
名
氏
に
つ
い
て
は
、
応
仁
の
大
乱
後
、
弱
体
化
し
た
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、
大
乱
後
一
〇
〇
年
以
上
、
織
豊
権
力
が
入
っ
て
く
る
ま
で
但
馬
を
本
拠
地

に
活
動
を
続
け
て
お
り
、
単
純
に
戦
国
時
代
に
衰
え
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
片
付
け
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
。

近
年
、
宿
南
保
・
山
本
浩
樹
・
渡
邊
大
門
氏
ら
の
研
究
が
公
表
さ
れ
、
戦
国
期
但
馬
の
権
力
秩
序
に

関
す
る
議
論
が
進
展
を
見
せ
て
い
る
。
城
郭
史
の
側
か
ら
も
西
尾
孝
昌
氏
に
よ
る
調
査
が
報
告
書
に

（
１
）

ま
と
め
ら
れ
、
中
世
遺
跡
の
発
掘
も
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。
兵
庫
県
立
考
古
博
物
館
や
鳥
取
市
歴
史
博

（
２
）

物
館
で
は
、
山
名
氏
を
主
題
と
す
る
企
画
展
も
開
催
さ
れ
た
。
戦
国
期
の
山
名
氏
を
論
じ
る
条
件
が
整

（
３
）

っ
て
き
た
と
言
え
よ
う
。

本
稿
は
、
以
上
の
研
究
状
況
を
ふ
ま
え
て
、
戦
国
期
但
馬
の
国
内
権
力
秩
序
に
つ
い
て
分
析
を
加
え

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
と
く
に
明
応
～
永
正
年
間
、
室
町
将
軍
家
の
分
裂
と
い
う
事
態
が
及
ぼ
し

た
影
響
を
重
視
し
な
が
ら
、
但
馬
の
守
護
と
国
内
領
主
層
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
こ
と
に

し
た
い
。

一

伊
勢
貞
仍
の
西
国
歴
訪

明
応
八
年
（
一
四
九
九
）
の
末
、
前
将
軍
足
利
義
尹
が
周
防
に
下
向
し
た
時
、
こ
れ
に
従
っ
た
人
物

の
一
人
に
伊
勢
貞
仍
が
い
る
。
貞
仍
は
室
町
幕
府
政
所
執
事
を
務
め
る
伊
勢
氏
の
庶
流
で
あ
り
、
義
尹

（
４
）

と
と
も
に
八
年
余
り
山
口
に
滞
在
し
た
。
折
々
に
和
歌
を
詠
ん
だ
貞
仍
は
、
自
ら
の
官
職
で
あ
る
下
総

守
の
名
に
ち
な
ん
で
「
下
つ
ふ
さ
集
」
と
い
う
家
集
を
編
ん
で
い
る
。「
下
つ
ふ
さ
集
」
の
中
に
は
、

（
５
）

貞
仍
の
文
芸
活
動
の
み
な
ら
ず
、
政
治
的
な
動
き
を
考
え
る
上
で
も
貴
重
な
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
。

「
下
つ
ふ
さ
集
」
の
詞
書
か
ら
は
、
明
応
九
年
に
貞
仍
が
義
尹
の
指
令
に
よ
っ
て
西
国
諸
国
を
歴
訪

し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
関
連
記
事
を
示
そ
う
。

［
史
料
１
］

明
応
の
比
、
五
月
は
か
り
に
周
防
よ
り
使
節
と
し
て
丹
後
、
但
馬
、
因
幡
、
伯
耆
、
出
雲

国
な
と
ま
て
の
ほ
り
け
る
に
、
石
見
国
三
隅
の
み
な
と
ゝ
い
ふ
所
に
て
、
五
月
雨
の
は
れ

ま
待
ほ
と
と
ゝ
ま
り
て
お
も
ひ
つ
ゝ
け
し

舟
出
こ
そ
い
つ
と
も
わ
か
ね
な
み
風
の

し
つ
心
な
き
さ
み
た
れ
の
こ
ろ

170

大
膳
大
夫
政佐
経々
木

出
雲
国
に
在
国
の
時
、
周
防
よ
り
使
節
と
し
て
こ
え
け
る
時
、
六
月
晦
日

に
郭
公
の
を
ち
か
へ
り
な
き
け
れ
は
よ
め
る

夏
も
今
日
六
月
の
空
や
し
た
ふ
ら
ん

こ
ゑ
も
お
し
ま
す
な
く
ほ
と
ゝ
き
す

229

伯
耆
国
に
模
相
守
尚
之
山
名

在
国
の
比
、
周
防
よ
り
使
節
と
し
て
こ
え
け
る
に
、
七
月
七
日

に
よ
み
侍
し

日
に
そ
へ
て
し
ほ
れ
き
に
け
り
た
ひ
衣

七
夕
つ
め
に
い
か
て
か
さ
ま
し

250

但
馬
国
つ
や
ま
と
云
所
に
て
八
月
十
五
夜
に
、
右
京
亮
貞
恒
大
塚

、
海
月
と
い
ふ
事
を

よ
ま
せ
侍
し
に

波
に
う
か
ふ
今
夜
の
か
け
を
た
ち
か
へ
り

都
の
月
に
み
る
め
か
ら
は
や

341

戦
国
期
但
馬
の
守
護
と
領
主
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修
理
大
夫
入
道
義一
直色
朝
臣
法
名
慶
誉

丹
後
に
在
国
の
比
、
周
防
よ
り
使
節
と
し
て
こ
え
け
る
時
、
正
般

法
師
招
月

旅
宿
へ
来
り
て
題
を
さ
く
り
て
歌
よ
み
侍
し
に
、
暮
秋
紅
葉

木
か
ら
し
の
さ
そ
ひ
の
こ
さ
は
紅
葉
は
も

わ
か
た
め
な
ら
ぬ
秋
や
送
ら
ん

405第

首
の
詞
書
か
ら
は
、
貞
仍
は
周
防
山
口
か
ら
使
節
と
し
て
山
陰
道
の
諸
国
に
派
遣
さ
れ
た
こ
と

170

が
読
み
取
れ
る
。
貞
仍
が
山
口
を
出
発
し
た
の
は
五
月
で
、
石
見
の
三
隅
湊
か
ら
五
月
雨
の
晴
れ
間
を

待
っ
て
船
に
乗
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
貞
仍
は
六
月
に
出
雲
の
佐
々
木
（
京
極
）
政
経
を
訪
ね
（
第

首
）、

229

七
月
に
伯
耆
の
山
名
尚
之
を
訪
ね
（
第

首
）、
八
月
に
但
馬
に
立
ち
寄
り
（
第

首
）、
九
月
に
丹
後

250

341

の
一
色
義
直
を
訪
問
し
た
（
第

首
）。
中
世
の
日
本
海
交
通
に
関
し
て
は
、
山
陰
か
ら
北
陸
の
若
狭
小

405

浜
ま
で
を
結
ぶ
水
運
ル
ー
ト
が
確
立
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
貞
仍
も
こ
の
ル
ー
ト
を
通

（
６
）

っ
て
移
動
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

貞
仍
が
船
出
し
た
石
見
の
三
隅
湊
は
三
隅
川
河
口
部
に
広
が
る
潟
湖
状
の
水
系
に
形
成
さ
れ
た
湊
町

で
あ
り
、
こ
の
湊
を
支
配
し
て
い
た
の
は
三
隅
氏
配
下
の
大
賀
氏
で
あ
っ
た
。
大
賀
氏
は
山
口
の
大
内

（
７
）

氏
に
よ
っ
て
日
本
海
の
通
航
権
を
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
か
ら
、
貞
仍
が
三
隅
湊
か
ら

船
出
し
た
の
は
、
大
内
氏
と
大
賀
氏
の
良
好
な
関
係
を
背
景
に
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

貞
仍
を
派
遣
し
た
足
利
義
尹
は
、
明
応
二
年
（
一
四
九
三
）
の
政
変
に
よ
っ
て
将
軍
の
座
を
追
わ
れ
、

京
都
か
ら
逃
亡
し
て
北
陸
に
落
ち
延
び
た
後
、
同
八
年
末
、
や
は
り
日
本
海
ル
ー
ト
で
周
防
に
下
向
し

て
い
た
。
義
尹
を
迎
え
入
れ
た
大
内
義
興
は
、
義
尹
を
積
極
的
に
支
援
し
て
、
京
都
の
足
利
義
澄
と
そ

れ
を
支
え
る
細
川
政
元
に
対
抗
す
る
姿
勢
を
見
せ
た
。
こ
う
し
て
前
将
軍
の
義
尹
（
西
国
公
方
）
と
現

将
軍
の
義
澄
（
京
公
方
）
が
睨
み
合
う
情
勢
が
生
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
貞
仍
が
船
出
し
た
の
が
、

山
陰
有
数
の
港
湾
が
開
け
て
い
た
益
田
か
ら
で
な
く
三
隅
か
ら
で
あ
っ
た
の
も
、
当
時
の
政
治
情
勢
が

関
連
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

義
尹
は
西
国
の
諸
勢
力
を
味
方
に
つ
け
る
た
め
、
豊
後
大
友
氏
や
薩
摩
島
津
氏
に
使
者
を
派
遣
し
た
。

（
８
）

義
尹
側
近
の
貞
仍
が
山
陰
各
地
に
派
遣
さ
れ
た
の
も
、
義
尹
側
へ
の
協
力
要
請
が
目
的
で
あ
っ
た
と
み

て
よ
か
ろ
う
。

貞
仍
が
持
参
し
た
と
み
ら
れ
る
京
極
政
経
宛
の
文
書
の
写
が
現
存
し
て
い
る
。

［
史
料
２
］

至
防
州
下
向
候
了
、
申
合
大
内
左
京
大
夫
、
致
忠
節
者
、
可
為
神
妙
候
也
、

五
月
三
日

御
判

佐
々
木
大
膳
大
夫
殿
（
９
）

［
史
料
３
］

今
度
曇
花
院
殿
至
防
州
御
下
向
之
処
、
被
致
馳
走
之
条
、
尤
被
思
食
神
妙
由
、
被
仰
出
候
也
、
仍

執
達
如
件
、

明
応
九

五
月
十
八
日

（
飯
尾
）

之
秀

判

（
斎
藤
）

基
雄

判

（

）
１０

佐
々
木
大
膳
大
夫
殿

史
料
２
は
大
内
氏
と
申
し
合
わ
せ
て
忠
節
を
尽
く
す
よ
う
命
じ
た
足
利
義
尹
御
内
書
写
で
あ
り
、
史

料
３
は
協
力
を
要
請
し
た
奉
行
人
連
署
奉
書
写
で
あ
る
。
佐
々
木
大
膳
大
夫
す
な
わ
ち
京
極
政
経
は
、

当
時
出
雲
に
在
国
し
て
い
た
同
国
の
守
護
で
あ
っ
た
。
貞
仍
が
訪
問
し
た
山
名
尚
之
・
一
色
義
直
も
、

当
時
の
伯
耆
・
丹
後
の
守
護
で
あ
り
、
京
極
政
経
に
宛
て
た
の
と
同
様
の
義
尹
御
内
書
が
貞
仍
の
手
で

届
け
ら
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
山
口
に
拠
点
を
す
え
た
義
尹
は
、
大
内
義
興
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、

近
隣
諸
国
の
守
護
に
働
き
か
け
て
味
方
に
つ
け
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

二

但
馬
の
政
情
不
安
と
垣
屋
氏

前
掲
の
史
料
１
に
よ
れ
ば
、
出
雲
・
伯
耆
・
丹
後
で
は
、
周
防
よ
り
使
節
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
伊
勢

貞
仍
が
、
在
国
す
る
守
護
の
も
と
を
訪
問
し
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
の
に
対
し
、
但
馬
に
お
い
て
は
、

川
岡

勉
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「
つ
や
ま
（
津
居
山
）」
と
い
う
在
所
で
大
塚
貞
恒
と
一
緒
に
波
に
浮
か
ぶ
月
の
歌
を
詠
ん
だ
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る
。
津
居
山
は
但
馬
随
一
の
河
川
で
あ
る
円
山
川
が
日
本
海
に
注
ぐ
河
口
部
に
位
置
し
、
但

馬
に
お
け
る
海
の
玄
関
口
と
も
言
え
る
港
湾
で
あ
る
。『
海
東
諸
国
紀
』
に
よ
れ
ば
、
応
仁
元
年
（
一
四

六
七
）
に
「
但
馬
州
津
山
関
佐
佐
木
兵
庫
助
源
国
吉
」
な
る
者
が
朝
鮮
に
使
者
を
派
遣
し
た
こ
と
が
書

か
れ
て
い
る
。
佐
々
木
国
吉
と
い
う
人
物
が
実
在
の
者
で
あ
る
か
定
か
で
は
な
い
が
、
津
居
山
は
海
関

が
置
か
れ
た
港
湾
で
あ
り
、
こ
の
港
を
拠
点
に
活
動
す
る
海
上
勢
力
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
う
か
が

わ
せ
る
。

こ
こ
で
注
意
さ
れ
る
の
は
、
貞
仍
が
立
ち
寄
っ
た
の
は
円
山
川
河
口
に
あ
る
津
居
山
で
あ
り
、
但
馬

の
守
護
所
を
訪
れ
た
形
跡
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
但
馬
の
守
護
所
は
円
山
川
河
口
か
ら
十
五
キ

ロ
ほ
ど
遡
っ
た
地
点
に
あ
る
九
日
市
に
あ
り
、
明
応
八
年
正
月
に
病
死
す
る
山
名
政
豊
は
こ
こ
に
い
た

と
見
ら
れ
る
。
跡
を
継
い
だ
次
男
の
致
豊
は
、
ま
も
な
く
此
隅
山
に
守
護
所
を
移
し
て
い
る
が
、
貞
仍

が
山
名
氏
の
当
主
に
接
触
し
た
様
子
は
う
か
が
え
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
足
利
義
尹
が
垣
屋
孫
三
郎
に

宛
て
た
文
書
が
現
存
し
て
い
る
。

［
史
料
４
］

至
防
州
下
向
候
了
、
此
時
致
忠
節
者
、
可
為
神
妙
候
也
、

五
月
十
三
日

（
花
押
）

垣
屋
孫
三
郎
と
の
へ

［
史
料
５
］

公
方
様
至
当
国
、
就
被
遷

御
座
候
、
被
成

御
内
書
候
、
此
節
、
一
段
可
被
抽
忠
節
之
条
、
可

為
肝
要
候
、
時
宜
重
々
可
申
承
候
、
恐
々
謹
言
、

五
月
十
三
日

義
興
（
花
押
）

垣
屋
孫
三
郎
殿

［
史
料
６
］

先
度
、
為
御
使
罷
上
候
刻
、
就
御
無
案
内
、
只
今
被
成

御
内
書
候
、
御
面
目
之
至
候
、
同
従
大

（

）
１１

（

）

12

（

）

13

内
京
兆
副
状
如
此
候
、
御
入
洛
砌
、
可
有
御
忠
節
事
肝
要
候
、
恐
々
謹
言
、

十
月
十
六
日

貞
仍
（
花
押
）

垣
屋
孫
三
郎
殿御

宿
所

史
料
４
は
垣
屋
孫
三
郎
に
宛
て
た
義
尹
御
内
書
、
史
料
５
は
同
人
宛
の
大
内
義
興
副
状
、
史
料
６
は

伊
勢
貞
仍
が
垣
屋
孫
三
郎
に
送
っ
た
書
状
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
明
応
九
年
の
も
の
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

注
意
さ
れ
る
の
は
、
史
料
６
の
中
で
、
貞
仍
が
使
節
と
し
て
但
馬
を
訪
れ
た
際
に
は
「
無
案
内
」
で
あ

っ
た
た
め
、
只
今
す
な
わ
ち
十
月
に
な
っ
て
御
内
書
が
送
付
さ
れ
た
と
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
貞
仍
が
八
月
に
但
馬
に
立
ち
寄
っ
た
折
に
は
国
内
の
事
情
が
飲
み
込
め
て
お
ら
ず
、
山
口
に
帰

還
後
、
あ
ら
た
め
て
垣
屋
氏
に
宛
て
て
五
月
十
三
日
付
の
義
尹
御
内
書
（
史
料
４
）
と
大
内
義
興
副
状

（
史
料
５
）
が
送
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
よ
う
。
貞
仍
が
但
馬
を
訪
れ
た
時
に
は
、
国
内
情
勢
が

か
な
り
混
乱
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
。

こ
れ
に
先
立
つ
こ
と
十
年
余
り
前
か
ら
、
但
馬
で
は
守
護
山
名
氏
の
分
国
支
配
が
動
揺
を
き
た
し
て

い
た
。
長
享
二
年
（
一
四
八
八
）、
赤
松
氏
と
の
播
磨
争
奪
戦
（
一
四
八
三
～
八
八
）
に
敗
れ
た
山
名
氏

に
お
い
て
、
当
主
政
豊
を
引
き
ず
り
降
ろ
し
て
子
息
俊
豊
に
代
替
わ
り
を
図
る
動
き
が
表
面
化
し
た
。

政
豊
の
側
に
つ
い
た
の
が
田
公
氏
や
馬
廻
衆
な
ど
に
限
ら
れ
た
の
に
対
し
、
こ
れ
に
背
い
た
但
馬
国
人

衆
二
十
六
人
や
備
後
衆
な
ど
が
政
豊
の
子
息
俊
豊
へ
の
代
替
わ
り
を
図
っ
た
。
明
応
二
年
（
一
四
九
三
）

七
月
、
政
豊
方
と
俊
豊
方
が
武
力
衝
突
に
及
び
、
政
豊
方
が
勝
利
し
た
も
の
の
混
乱
は
終
息
し
て
い
な

い
。
同
八
年
に
政
豊
が
病
死
し
て
次
男
の
致
豊
が
跡
を
継
ぐ
が
、
山
名
氏
の
守
護
所
は
九
日
市
か
ら
出

石
郡
の
此
隅
山
に
移
動
し
て
お
り
、
こ
れ
は
山
名
氏
が
円
山
川
流
域
か
ら
追
わ
れ
出
石
郡
に
封
じ
込
め

ら
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
よ
う
。
永
正
元
年
（
一
五
〇
四
）
に
は
、
垣
屋
氏
が
此
隅
山
の

致
豊
を
攻
撃
し
た
た
め
、
出
石
神
社
や
神
宮
寺
が
悉
く
炎
上
し
た
よ
う
で
あ
る
。
山
名
氏
の
被
官
垣
屋

氏
は
、
主
人
の
山
名
氏
を
脅
か
す
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
明
応
九
年
に
但
馬
に
立
ち
寄
っ
た
伊
勢
貞

仍
が
山
名
氏
の
も
と
を
訪
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
は
、
当
時
の
但
馬
を
押
さ
え
て
い
た
の
は
山
名
氏

（

）
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戦
国
期
但
馬
の
守
護
と
領
主
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で
は
な
く
垣
屋
氏
で
あ
っ
た
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
。

津
居
山
で
貞
仍
を
迎
え
た
大
塚
右
京
亮
貞
恒
の
立
場
は
定
か
で
は
な
い
が
、
八
鹿
の
日
光
院
文
書
の

中
に
大
塚
左
京
亮
続
正
・
大
塚
大
和
入
道
宗
悟
・
大
塚
時
基
の
名
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

う
ち
大
塚
左
京
亮
続
正
は
、
文
明
三
年
（
一
四
七
一
）
八
月
に
斎
藤
丹
後
守
続
辰
と
と
も
に
日
光
坊
に

あ
て
た
連
署
折
紙
に
署
判
し
た
人
物
で
あ
る
。
大
塚
読
正
と
斎
藤
続
辰
の
名
乗
り
は
、
播
磨
守
護
代
を

務
め
た
垣
屋
越
前
守
熙
続
の
偏
諱
を
受
け
た
も
の
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
康
正
二
年
（
一
四
五
六
）
の
史

料
に
も
、
垣
屋
熙
続
の
配
下
で
活
動
す
る
大
塚
左
京
亮
の
名
が
確
認
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
伊
勢
貞

仍
を
迎
え
て
津
居
山
で
歌
を
詠
ん
だ
大
塚
氏
に
つ
い
て
も
垣
屋
氏
の
家
臣
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

貞
仍
の
山
口
帰
還
後
、
但
馬
の
国
内
情
勢
を
理
解
し
た
義
尹
は
、
協
力
要
請
の
対
象
を
山
名
氏
か
ら
垣

屋
氏
に
変
更
し
て
御
内
書
を
送
付
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

三

足
利
義
尹
の
上
洛
と
但
馬
山
名
氏

永
正
二
年
（
一
五
〇
五
）、
京
公
方
の
足
利
義
澄
は
、
山
名
次
郎
（
致
豊
）
と
垣
屋
越
前
守
（
続
成
）

に
対
し
、
和
睦
を
勧
め
致
豊
の
上
洛
を
促
す
御
内
書
を
送
っ
た
。
こ
の
働
き
か
け
が
功
を
奏
し
た
の
か

ど
う
か
不
明
で
あ
る
が
、
両
者
の
対
立
は
次
第
に
収
束
に
向
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

一
方
、
山
口
か
ら
上
洛
し
て
将
軍
復
帰
を
め
ざ
し
て
い
た
足
利
義
尹
は
、
大
内
義
興
と
申
し
合
わ
せ

て
協
力
す
る
こ
と
を
求
め
る
御
内
書
を
諸
氏
に
送
付
し
た
。

［
史
料
７
］

就
上
洛
之
儀
、
申
合
大
内
左
京
大
夫
、
致
忠
節
者
、
可
為
神
妙
候
也
、

六
月
十
七
日

御
判

佐
々
木
大
膳
大
夫
と
の
へ

史
料
７
は
、
出
雲
の
京
極
政
経
に
宛
て
て
出
さ
れ
た
御
内
書
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
同
日
付
で
同
文
の

（

）
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御
内
書
が
山
名
次
郎
・
同
相
模
守
・
同
治
部
少
輔
・
同
民
部
少
輔
・
同
紀
伊
守
・
佐
々
木
民
部
少
輔
・

同
兵
部
少
輔
・
佐
伯
善
四
郎
に
対
し
て
発
給
さ
れ
た
こ
と
が
「
到
津
文
書
」
か
ら
確
認
で
き
る
。
こ
こ

に
見
え
る
山
名
次
郎
は
但
馬
国
守
護
の
山
名
致
豊
で
あ
り
、
伯
耆
の
山
名
相
模
守
尚
之
や
因
幡
の
山
名

治
部
少
輔
豊
重
を
は
じ
め
、
守
護
ク
ラ
ス
の
面
々
に
上
洛
へ
の
協
力
要
請
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
読
み
取

れ
る
。

同
じ
「
到
津
文
書
」
に
は
、
冒
頭
に
「
武
道
可
有
副
状
人
数
」
と
記
さ
れ
、
大
内
氏
の
家
臣
で
あ
っ

た
杉
武
道
が
御
内
書
に
添
え
る
副
状
の
宛
所
を
書
き
上
げ
た
史
料
が
あ
る
。
こ
の
史
料
に
見
え
る
三
十

四
人
の
名
前
の
う
ち
、
山
名
次
郎
・
山
名
相
模
守
・
山
名
紀
伊
守
・
山
名
治
部
少
輔
・
山
名
民
部
少
輔

・
佐
々
木
大
膳
大
夫
・
佐
々
木
兵
部
少
輔
・
佐
々
木
民
部
少
輔
・
佐
伯
善
四
郎
の
九
人
に
は
「
御
内
書

御
副
御
書
在
之
」
と
い
う
肩
書
が
添
え
ら
れ
、
残
り
の
二
十
五
人
に
は
「
御
書
在
之
」
と
い
う
肩
書

が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
前
者
は
義
尹
の
御
内
書
が
送
付
さ
れ
た
面
々
と
一
致
し
て
お
り
、
彼
ら
は
御
内

書
と
大
内
義
興
副
状
を
拝
領
し
た
者
た
ち
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
残
り
二
十
五

人
は
御
内
書
が
与
え
ら
れ
ず
義
興
書
状
の
み
送
付
さ
れ
た
者
た
ち
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
二
十
五

人
の
中
に
は
、
垣
屋
四
郎
次
郎
・
同
越
前
守
・
同
越
中
守
・
同
新
五
郎
・
大
田
垣
与
三
・
同
又
次
郎
・

田
結
庄
四
郎
・
田
公
弾
正
忠
・
八
木
・
塩
冶
周
防
守
・
佐
々
木
近
江
守
ら
、
山
名
氏
被
官
と
思
わ
れ
る

人
名
が
認
め
ら
れ
る
。
永
正
初
年
に
山
名
致
豊
と
対
立
関
係
に
あ
っ
た
垣
屋
越
前
守
も
、
同
輩
と
並
ん

で
義
興
書
状
を
受
け
取
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

こ
の
史
料
か
ら
は
、
義
尹
が
諸
氏
に
上
洛
へ
の
協
力
を
要
請
す
る
に
あ
た
り
、
守
護
ク
ラ
ス
の
面
々

に
は
義
尹
御
内
書
お
よ
び
義
興
副
状
が
送
ら
れ
、
守
護
被
官
ク
ラ
ス
に
は
義
興
書
状
の
み
送
付
さ
れ
た

こ
と
が
判
明
す
る
。
守
護
と
そ
の
被
官
人
で
は
明
確
に
家
格
差
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
に
応
じ
て
発

給
文
書
の
形
態
に
違
い
が
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
前
節
で
は
明
応
九
年
に
義
尹
が
協
力
要
請
の
対
象

を
山
名
氏
か
ら
垣
屋
氏
に
変
更
し
て
御
内
書
を
送
付
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
こ
れ
は
垣
屋
氏
が
主

家
山
名
氏
と
衝
突
し
て
優
位
に
立
つ
と
い
う
情
勢
の
中
で
採
ら
れ
た
臨
時
的
な
措
置
と
考
え
ら
れ
、
争

い
が
一
段
落
し
て
序
列
が
定
ま
る
と
家
格
の
違
い
が
明
確
と
な
り
、
そ
れ
が
受
け
取
る
文
書
の
差
と
な

（
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っ
て
表
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
守
護
家
で
あ
る
山
名
氏
と
、
垣
屋
・
太
田
垣
ら
守
護
の
代
官
ク
ラ
ス
と

で
は
、
や
は
り
家
格
の
差
が
厳
然
と
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

戦
国
期
の
但
馬
で
は
、
国
内
各
地
の
有
力
な
戦
国
領
主
が
そ
れ
ぞ
れ
一
定
の
領
域
支
配
を
展
開
し
て

い
た
。
円
山
川
下
流
域
の
城
崎
郡
を
押
さ
え
て
い
た
の
が
鶴
城
に
拠
る
田
結
庄
氏
、
円
山
川
中
流
か
ら

稲
葉
川
に
か
け
て
の
気
多
郡
日
高
周
辺
を
押
さ
え
て
い
た
の
が
楽
々
前
城
の
垣
屋
越
前
守
家
や
宵
田
城

の
垣
屋
越
中
守
家
、
円
山
川
中
流
か
ら
八
木
川
に
か
け
て
の
養
父
郡
を
押
さ
え
て
い
た
の
が
八
木
城
の

八
木
氏
、
円
山
川
上
流
域
の
朝
来
郡
を
押
さ
え
て
い
た
の
が
竹
田
城
の
太
田
垣
氏
、
竹
野
川
流
域
の
美

含
郡
は
轟
城
の
垣
屋
駿
河
守
家
、
美
含
郡
佐
須
荘
付
近
は
長
氏
、
二
方
郡
の
浜
坂
周
辺
は
塩
冶
氏
や
田

公
氏
の
勢
力
圏
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
守
護
で
あ
る
山
名
氏
は
但
馬
の
中
心
で
あ
る
円
山
川
か

ら
斥
け
ら
れ
て
、
そ
の
支
流
で
あ
る
出
石
川
流
域
の
出
石
郡
を
勢
力
圏
と
し
て
い
た
。
楽
々
前
城
・
宵

田
城
な
ど
垣
屋
氏
の
城
砦
群
は
畝
状
竪
堀
を
多
用
す
る
な
ど
軍
事
的
な
完
成
度
が
高
い
の
に
対
し
、
山

名
氏
の
城
郭
は
こ
れ
に
及
ば
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
垣
屋
・
太
田
垣
・
八
木
・
田
結
庄
の
四
氏

は
、
俗
に
「
山
名
の
四
天
王
」
と
呼
ば
れ
る
が
、
彼
ら
は
主
人
で
あ
る
山
名
氏
を
凌
駕
す
る
ほ
ど
の
力

を
も
つ
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

戦
国
期
の
但
馬
支
配
は
、
実
質
的
に
彼
ら
戦
国
領
主
の
連
合
体
制
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
た
。
但

し
、
こ
の
連
合
体
制
の
上
に
守
護
で
あ
る
山
名
氏
が
推
戴
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
戦
国
末
期
に
至
っ
て
、

毛
利
氏
や
織
田
氏
の
圧
力
が
強
ま
り
こ
の
体
制
は
分
裂
状
態
に
陥
る
こ
と
に
な
る
が
、
守
護
山
名
氏
を

中
心
と
す
る
権
力
秩
序
は
根
強
く
存
続
し
て
い
た
と
み
て
よ
い
。
そ
の
理
由
は
、
義
尹
の
上
洛
協
力
要

請
の
際
に
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
山
名
氏
が
将
軍
家
に
直
接
つ
な
が
る
存
在
と
し
て
但
馬
に
お
け
る
権
力

秩
序
の
中
核
に
位
置
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
垣
屋
・
太
田
垣
・
田
結
庄
・
八
木
・
田
公
・
塩
冶
ら

山
名
氏
を
支
え
る
戦
国
領
主
た
ち
へ
も
協
力
要
請
が
な
さ
れ
た
と
は
い
え
、
義
尹
御
内
書
で
は
な
く
大

内
義
興
書
状
が
送
付
さ
れ
た
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
彼
ら
は
守
護
山
名
氏
よ
り
も
格
下
に
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
た
。
天
文
年
間
の
山
名
氏
の
当
主
祐
豊
は
、
上
洛
し
て
幕
政
に
参
画
し
て
い
た
形
跡
が
認

め
ら
れ
、
幕
府
と
直
接
つ
な
が
る
の
は
守
護
山
名
氏
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
下
剋
上
の
時
代
と
さ
れ
る
戦

国
期
に
お
い
て
も
、
な
お
守
護
代
や
国
人
が
守
護
家
を
中
心
と
す
る
家
格
秩
序
を
否
定
す
る
の
は
容
易

（

）
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な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

お
わ
り
に

足
利
義
尹
が
大
内
義
興
と
と
も
に
周
防
を
発
ち
上
洛
を
果
た
す
の
は
、
永
正
五
年
（
一
五
〇
八
）
の

こ
と
で
あ
る
。
義
尹
は
足
利
義
澄
を
京
都
か
ら
追
っ
て
将
軍
の
座
に
返
り
咲
い
た
。
八
年
余
り
に
及
ん

だ
前
将
軍
の
周
防
下
向
は
西
国
の
地
域
権
力
に
多
大
な
影
響
を
与
え
、
京
公
方
と
西
国
公
方
と
い
う
二

つ
の
政
治
的
核
の
狭
間
に
あ
っ
て
諸
勢
力
は
複
雑
に
揺
れ
動
く
こ
と
に
な
っ
た
。
戦
国
期
の
地
域
権
力

の
動
静
は
、
室
町
幕
府
―
守
護
体
制
の
全
国
的
な
変
動
と
密
接
な
連
関
を
も
ち
な
が
ら
展
開
す
る
の
で

あ
る
。

こ
の
よ
う
な
政
治
状
況
の
中
で
、
諸
国
に
お
け
る
地
域
権
力
秩
序
の
中
核
に
位
置
し
て
い
た
の
は
守

護
で
あ
り
、
義
尹
も
守
護
を
中
心
と
す
る
秩
序
に
依
拠
し
な
が
ら
協
力
要
請
に
努
め
た
。
戦
国
期
の
但

馬
で
は
、
山
名
氏
の
有
力
被
官
で
あ
る
垣
屋
氏
や
太
田
垣
氏
な
ど
戦
国
領
主
層
が
強
大
化
し
、
主
家
山

名
氏
を
凌
駕
す
る
ほ
ど
の
軍
事
力
を
示
し
た
。
と
は
い
え
、
彼
ら
は
最
後
ま
で
山
名
氏
を
守
護
と
し
て

推
戴
し
、
特
定
の
当
主
に
反
逆
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
主
家
山
名
氏
そ
の
も
の
を
打
倒
す
る

と
か
、
山
名
氏
に
成
り
代
わ
ろ
う
と
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
複
数
の
有
力
領
主
が
併
存
す
る
状
況
下

で
、
特
定
の
領
主
が
山
名
氏
に
代
わ
っ
て
国
成
敗
権
を
掌
握
す
る
の
は
困
難
で
あ
り
、
彼
ら
の
連
合
体

制
の
上
に
山
名
氏
を
推
戴
す
る
形
で
国
内
秩
序
の
安
定
が
図
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

注

（
１
）
宿
南
保
『
但
馬
の
中
世
史
』（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
二
年
）・
山
本
浩
樹
「
戦

国
期
但
馬
を
め
ぐ
る
諸
勢
力
の
動
向
」（
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
『
戦
国
期
西
国

に
お
け
る
大
規
模
戦
争
と
領
国
支
配
』
二
〇
〇
七
年
）・
渡
邊
大
門
『
中
世
後
期
山
名
氏
の
研
究
』

（
日
本
史
史
料
研
究
会
、
二
〇
〇
九
年
）
な
ど
。

（
２
）
西
尾
孝
昌
『
豊
岡
市
の
城
郭
集
成
Ⅰ
・
Ⅱ
』（
豊
岡
市
教
育
委
員
会
・
豊
岡
市
歴
史
文
化
遺
産
活

用
活
性
化
事
業
実
行
委
員
会
、
二
〇
一
二
年
・
二
〇
一
三
年
）。
中
世
遺
跡
の
発
掘
調
査
に
お
い
て

戦
国
期
但
馬
の
守
護
と
領
主
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は
、
此
隅
山
城
の
城
下
に
位
置
す
る
宮
内
堀
脇
遺
跡
の
調
査
が
注
目
さ
れ
る
（
兵
庫
県
教
育
委
員

会
『
宮
内
堀
脇
遺
跡
Ⅰ
・
Ⅱ
』
二
〇
〇
七
年
・
二
〇
〇
九
年
）。

（
３
）
兵
庫
県
立
考
古
博
物
館
『
戦
国
時
代
の
守
護

山
名
氏
の
城
と
戦
い
』（
二
〇
一
〇
年
）・
鳥
取

市
歴
史
博
物
館
『

山
名

山
陰
守
護
大
名
の
栄
枯
盛
衰
』（
二
〇
一
二
年
）。

The

（
４
）
伊
勢
貞
仍
（
頼
）
は
、
大
永
八
年
（
一
五
二
八
）、
七
四
歳
の
時
に
武
家
故
実
の
書
で
あ
る
「
宗

五
大
草
紙
」
を
著
し
、
幕
臣
と
し
て
心
得
て
お
く
べ
き
礼
法
を
書
き
綴
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

（
５
）「
下
つ
ふ
さ
集
」（『
私
家
集
大
成

中
世
Ⅳ
』）。
成
立
は
永
正
八
年
（
一
五
一
一
）
頃
と
み
ら
れ
、

尊
経
閣
文
庫
に
写
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

（
６
）
井
上
寛
司
「
中
世
西
日
本
海
地
域
の
水
運
と
交
流
」（『
海
と
列
島
文
化
２

日
本
海
と
出
雲
世

界
』、
小
学
館
、
一
九
九
一
年
）。

（
７
）
針
藻
城
に
拠
り
三
隅
湊
を
支
配
し
て
い
た
大
賀
氏
は
、
多
数
の
船
舶
を
所
有
し
、
永
享
年
間
に

大
内
持
世
よ
り
自
由
通
航
を
認
め
ら
れ
る
な
ど
、
周
防
大
内
氏
と
親
密
な
関
係
に
あ
っ
た
（
中
司

健
一
「
中
世
石
見
国
三
隅
湊
の
景
観
と
大
賀
氏
」、
島
根
史
学
会
二
〇
一
三
年
度
大
会

研
究
報
告

レ
ジ
ュ
メ
）。

（
８
）
萩
原
大
輔
「
足
利
義
尹
政
権
考
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
二
二
九
、
二
〇
一
一
年
）、
山
田
貴
司
「
足

利
義
材
の
流
浪
と
西
国
の
地
域
権
力
」（
天
野
忠
幸
・
片
山
正
彦
・
古
野
貢
・
渡
邊
大
門
編
『
戦
国

・
織
豊
期
の
西
国
社
会
』
日
本
史
史
料
研
究
会
、
二
〇
一
二
年
）。

（
９
）
五
月
三
日
足
利
義
尹
御
内
書
写
（「
佐
々
木
文
書
」、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
影
写
本
）。

（

）
明
応
九
年
五
月
十
八
日
足
利
義
尹
奉
行
人
連
署
奉
書
写
（「
佐
々
木
文
書
」）。

10
（

）
但
馬
の
一
宮
で
あ
る
出
石
大
明
神
は
、
新
羅
国
よ
り
海
を
渡
り
、
津
居
山
浦
に
着
岸
し
た
と
伝

11
え
ら
れ
て
い
る
（
大
永
四
年
八
月
日
沙
門
某
出
石
神
社
修
造
勧
進
状
、「
神
床
文
書
」
一
〇
、『
兵
庫

県
史

史
料
編

中
世
三
』）。

（

）
五
月
十
三
日
足
利
義
尹
御
内
書
（「
垣
屋
文
書
」
五
、『
兵
庫
県
史

史
料
編

中
世
九
』）。

12
（

）
五
月
十
三
日
大
内
義
興
副
状
（「
垣
屋
文
書
」
六
、『
兵
庫
県
史

史
料
編

中
世
九
』）。

13
（

）
十
月
十
六
日
伊
勢
貞
仍
書
状
（「
垣
屋
文
書
」
七
、『
兵
庫
県
史

史
料
編

中
世
九
』）。

14

（

）『
蔭
凉
軒
日
録
』
長
享
二
年
八
月
十
七
日
・
九
月
二
日
条
。
川
岡
勉
「
山
名
氏
の
但
馬
支
配
と
室

15
町
幕
府
」（『
但
馬
史
研
究
』
三
七
、
二
〇
一
四
年
）
参
照
。

（

）『
蔭
凉
軒
日
録
』
明
応
二
年
七
月
二
十
二
日
条
。

16
（

）
大
永
四
年
八
月
日
沙
門
某
出
石
神
社
修
造
勧
進
状
（「
神
床
文
書
」
一
〇
、『
兵
庫
県
史

史
料

17
編

中
世
三
』）。

（

）
文
明
八
年
八
月
十
四
日
大
塚
続
正
・
斎
藤
続
辰
折
紙
、
年
未
詳
十
二
月
二
十
七
日
大
塚
宗
悟
書

18
状
、
年
未
詳
十
二
月
二
十
日
大
塚
宗
悟
奉
書
、
天
文
十
七
年
十
二
月
十
六
日
大
塚
時
基
上
分
寄
進

状
（「
日
光
院
文
書
」
二
八
・
一
〇
五
・
一
〇
六
・
一
一
五
、『
兵
庫
県
史
史
料
編

中
世
三
』）。

（

）
康
正
二
年
六
月
十
九
日
山
内
泰
通
覚
書
（「
山
内
首
藤
家
文
書
」
一
〇
五
、『
大
日
本
古
文
書

19
家
わ
け
十
五
』）

（

）
永
正
二
年
六
月
二
日
足
利
義
澄
御
内
書
写
（「
室
町
家
御
内
書
案
」）。

20
（

）
六
月
十
七
日
足
利
義
尹
御
内
書
写
（「
佐
々
木
文
書
」）。

21
（

）
六
月
十
七
日
足
利
義
尹
御
内
書
写
（「
到
津
文
書
」、『
大
分
県
史
料

宇
佐
八
幡
宮
文
書
之
一
』）。

22
（

）
御
内
書
副
状
交
名
案
（「
到
津
文
書
」、『
大
分
県
史
料

宇
佐
八
幡
宮
文
書
之
一
』）。

23
（

）
但
し
、
出
雲
で
は
尼
子
経
久
と
宍
道
秀
藤
が
守
護
京
極
政
経
と
同
格
の
扱
い
を
う
け
て
い
る
こ

24
と
が
注
目
さ
れ
る
（
川
岡
勉
「
尼
子
氏
に
よ
る
出
雲
国
成
敗
権
の
掌
握
」、『
松
江
市
史
研
究
』
５
、

二
〇
一
四
年
））。

（

）
西
尾
孝
昌
『
豊
岡
市
の
城
郭
集
成
Ⅰ
・
Ⅱ
』（
前
掲
）。

25
（

）
川
岡
勉
「
戦
国
期
の
室
町
幕
府
と
尼
子
氏
」（『
尼
子
氏
の
特
質
と
興
亡
史
に
関
わ
る
比
較
研
究
』

26
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
三
年
）。

川
岡

勉
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